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新潟市職員の活動状況について

派遣人数派遣場所支援内容
派遣期間
（第１班）

３人熊本市北区役所

罹災証明書申請受付
〃 交付業務

8月１日～５日

２人
熊本市北区
清水まちづくりセンター

２人
熊本市北区
龍田まちづくりセンター

４人熊本市南区役所

２人熊本市東区役所（８月４日～）

４人
熊本市南区
火の君文化センター

避難所運営支援（昼）

３人避難所運営支援（夜）

計２０人※※第２班は８月４日～８日まで



避難所運営支援業務

関係者間の打ち合わせ 避難者数の把握、アンケート実施

支援物資の配給

物資の配布等の作業に加え、
熊本市職員と連携して、
避難所内の避難者数の把握や
部屋割りの検討など、
避難所内の生活環境の改善を実施



避難所運営支援業務

派遣前：雑魚寝やロビーで避難
生活を送る避難者多数

避難者の部屋割りを検討し、
段ボールベッド等を設置

派遣後：世帯ごとの区画を整理し、プライバ
シーを確保した居住空間を整備



（参考）他団体の支援

自衛隊による入浴支援（シャワー）

他自治体による給水支援

携帯会社による充電器の貸与

近隣の企業による炊き出し支援



罹災証明申請受付 支援業務（北区）

熊本市北区役所（申請件数：30件/日） 清水まちづくりセンター
（申請件数：40件/日）

龍田まちづくりセンター
（申請件数：35件/日）

罹災証明申請業務のすべてを
新潟市へ一任して対応

案内・記載指導・書類確認などを
新潟市がワンストップで対応



罹災証明申請受付 支援業務（南区）

熊本市南区役所（申請件数：150件/日）

他自治体と役割分担をして対応

南区は被害が大きいため来庁者が多い

新潟市の他、神奈川県・松山市が
申請窓口を支援。

新潟市が案内・誘導・記載説明、
他自治体が書類の最終確認を実施


